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「いきいき社会活動チェック表」による地域高齢者の

社会活動レベルの評価
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目的　高齢者における社会活動を定量的に評価する指標を開発し，高齢者が社会活動を自己チェ

ックできるように「いきいき社会活動チェック表（以下，チェック表）」を作成し，すでに

報告した。本研究では，まず，全国3,255市町村によるチェック表の有用性についての評価

を行う。次に，実際にチェック表を用いた調査，「高齢者社会活動レベル調査」をいくつか

の市町村で実施し，高齢者の，集団，地域としての社会活動レベルの特徴を明らかにする。

これにより，チェック表の有用性を明らかにする。

方法　1.　1998年3月に，全国3,255市町村の高齢者福祉・保健担当課（者）宛に，「チェック

表」，「チェック表利用の手引き」，および「チェック表に関する調査票」を郵送し，チェッ

ク表の評価を依頼した。

　2.　27市町村の高齢者約4,100人に高齢者社会活動レベル調査を実施した。調査は市町村

それぞれが健康診査や老人会などの場を利用して実施した。

成績　1.　1,470市町村（45.2％）からの調査票を回収した。チェック表の，「個人の」および「地

域の」社会活動レベルの評価方法としての有用性，高齢者にとっての記入しやすさについ

て，約半数の市町村から高い評価を得た。チェック表の基本的な目的であるより活発な社会

活動の動機づけとしての有用性については，約1/4の市町村から高い評価を得た。また，

44％の市町村がチェック表を実際に使用したいと思うと回答した。

　2.　27市町村から得られた社会活動レベルを相互に比較することにより，高齢者の集団，

地域としての社会活動レベルを評価することができた。また，それらを調査対象者の属性ご

とにまとめて相互に比較することによって，集団の種類による社会活動レベルの特徴の相異

を明らかにすることができた。

結論　市町村によるチェック表の評価，およびチェック表のさまざまな活用例とその結果から得

られる集団，地域としての社会活動レベルの評価を示すことにより，チェック表の有用性を

示すことができたものと考える。
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